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市
が
五
月
に
実
施
し
た
ご
か
る
さ
と
創
生
ア
イ
デ
ア
募
集
”
に
、
市
内
外
か
ら
三

百
七
件
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
市
内
各
界
の
代
表
ら
十
二
人
で
構
成
す
る
審
査
委

員
会
（
委
員
長
・
宇
野
治
一
商
工
会
議
所
会
頭
）
は
、
一
ヵ
月
に
渡
る
審
査
の
結
果
入

賞
作
六
件
を
決
め
、
八
月
十
二
日
、
山
内
市
長
に
報
告
し
ま
し
た
。
市
は
こ
れ
ら
の

ア
イ
デ
ア
を
基
に
事
業
計
画
を
立
て
、
早
け
れ
ば
十
二
月
定
例
議
会
に
、
今
年
度
分

の
事
業
費
を
提
案
す
る
予
定
で
す
。
入
賞
し
た
ア
イ
デ
ア
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

最
優
秀
賞

市
街
地
歴
史
・
文
化
散
策
ル
ー
ト
の
整
備

小
池
好
孝
庁
（
4
9
歳
・
元
町
‥
‐
1
1
3
）

　

亀
山
周
辺
～

御
清
水
～
朝
倉

氏
史
跡
～
七
間

通
り
～
寺
町
通
り
を
結
ぶ
「
市
街
地
歴

史
・
文
化
散
策
ル
ー
ト
」
を
整
備
し
、

「
ま
ち
な
か
観
光
」
を
実
現
し
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
①
現
存
す
る
数
少
な
い

武
家
屋
敷
と
し
て
の
内
山
家
（
城
町
）
を

整
備
し
て
一
般
公
開
す
る
2
七
間
通
り

を
、
地
元
商
店
街
が
行
う
商
店
街
近
代

化
事
業
に
合
わ
せ
て
、
朝
市
に
ふ
さ
わ

し
い
石
畳
風
の
舗
装
に
す
る
3
五
番
・

七
間
通
り
角
の
駐
車
場
を
公
園
化
し
憩

い
の
場
を
つ
く
る
4
寺
町
通
り
を
石
畳

風
の
舗
装
に
す
る
5
七
間
・
寺
町
通
り

は
、
電
線
や
電
話
線
を
地
下
埋
設
す
る

⑥
名
水
百
選
「
御
清
水
」
の
近
く
に
茶
室

を
設
け
る
⑦
大
野
高
校
移
転
跡
地
に
印

二
の
丸
こ
二
の
丸
に
模
し
た
有
終
西
小

を
建
設
②
岡
島
美
術
記
念
館
を
移
築
③

市
内
に
愛
好
者
の
多
い
靉
圖
氏
の
作
品

を
集
め
た
「
虹
の
美
術
館
」
を
建
設
即
大

野
高
校
保
管
の
蘭
書
の
移
管
を
受
け
、

展
示
す
る
洋
学
館
を
復
元
す
る
、
の
七

件
で
す
。

　

一
億
円
は
主
に
内
山
家
整
備
に
使
い

残
り
の
事
業
は
、
国
の
補
助
を
受
け
る

よ
う
に
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
事
業
が
完

成
す
れ
ば
、
市
街
地
を
歩
い
て
回
る
観

光
ル
ー
ト
が
実
現
し
、
周
辺
商
店
街
の

活
性
化
に
も
結
が
る
と
思
い
ま
す
。

優
秀
賞

地
下
水
涵
養
を
目
的
と
し
た
森
林
公
園

野
尻
伸
一
庁
（
4
2
歳
・
本
町
4
－
6
）

1
大
野
の
大

　

き
な
魅
カ
の

　

一
つ
で
あ
る

豊
か
な
自
然
と
水
を
永
久
に
残
し
、

「
名
水
百
選
」
の
名
に
恥
じ
な
い
た
め

に
も
、
地
下
水
保
全
の
あ
ら
ゆ
る
方

策
を
実
施
す
る
。

2
河
川
水
・
雨
水
の
還
元
な
ど
と
と

も
に
地
下
水
羞
番
を
目
的
と
し
た
「
森

林
公
園
」
を
造
成
、
「
音
楽
の
森
≒
彫

刻
の
森
≒
ス
ポ
ー
ツ
の
森
」
な
ど
、
市

民
憩
い
の
場
を
増
や
す
。

3
森
林
公
園
内
の
建
造
物
を
年
に
数

　

回
、
I
定
期
間
、
県
内
外
の
団
体
に

　

無
償
貸
与
す
る
一
方
、
「
活
動
資
金
援

　

助
制
度
」
を
設
け
、
市
内
外
の
団
体



ふるさと

　

の
協
賛
・
支
援
の
も
と
で
自
由
な
活

　

動
を
し
て
も
ら
う
。

　

市
民
と
行
政
の
英
知
を
結
集
し
て
以

上
の
事
業
を
実
現
す
れ
ば
、
後
世
に
誇

れ
る
ア
メ
ニ
テ
ィ
（
快
適
な
生
活
環
境
）

づ
く
り
と
な
る
。

　

ま
た
、
全
国
公
募
で
大
野
の
誇
れ
る

施
設
を
活
用
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
地

域
間
交
流
、
伝
承
文
化
の
継
承
、
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
や
健
康
づ
く
‐
ソ
に
役
立
つ
。

武
家
屋
敷
の
復
元
、
歴
史
資
料
展
示
館
づ
く
り

大
久
保
京
子
庁
（
5
7
歳
・
泉
町
5
1
7
）

　

城
町
1
0
‐
7

に
あ
る
「
内
山

邸
」
は
、
明
治

初
期
に
建
て
替
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る

と
は
い
え
、
旧
大
野
藩
の
重
臣
（
家
老
）

内
山
良
休
の
屋
敷
で
あ
り
、
当
時
の
武

家
屋
敷
の
形
を
残
し
て
い
る
。
ま
た
、

庭
や
何
棟
か
の
蔵
も
残
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
が
人
手
が
な
い
ま
ま
荒
廃
し
て

い
る
の
は
惜
し
い
。

　

内
山
邸
を
郷
土
の
資
料
館
と
し
て
活

用
す
る
た
め
、
で
き
れ
ば
買
い
取
る
か
、

あ
る
い
は
賃
貸
借
し
て
で
も
補
修
・
復

元
し
て
、
旧
藩
政
時
代
の
資
料
な
ど
を

展
示
し
て
は
ど
う
か
と
思
う
。
場
所
的

に
も
旧
藩
庁
跡
に
接
し
、
百
間
堀
跡
、

大
野
城
を
仰
ぎ
見
る
こ
と
が
で
き
、
郷

土
の
名
物
と
し
て
効
果
的
だ
と
思
う
。

大
野
の
過
去
●
現
在
●
未
来
を
展
望

　
　

ア
イ
デ
ア
審
査
委
員
長
宇
野
治
一
庁

「
自
ら

考
え
、

自
ら
行

う
地
域

づ
く
リ
」

と
い
う
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
の

主
旨
を
踏
ま
え
、
一
ヵ
月
間
に

わ
た
り
応
募
ア
イ
デ
ア
を
吟
味

し
て
き
ま
し
た
。
応
募
ア
イ
デ

ア
三
百
七
点
の
中
に
は
奇
想
天

外
な
も
の
、
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の

も
多
数
あ
り
ま
し
た
が
、
審
査

委
員
会
と
し
て
は
、
行
政
側
だ

け
で
は
で
き
な
い
事
業
で
、
な

お
か
つ
、
実
現
性
の
高
い
ア
イ

デ
ア
を
重
視
し
、
最
終
的
に
六

点
を
選
び
ま
し
た
。

　

結
果
的
に
、
大
野
の
城
下
町

と
し
て
の
歴
史
と
文
化
、
恵
ま

れ
た
水
環
境
を
保
全
・
継
承
す

る
ア
イ
デ
ア
と
、
大
野
を
舞
台

と
し
た
小
説
の
映
画
化
、
情
報

化
時
代
に
即
し
た
「
情
報
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」
構
想
、
未
来

を
見
据
え
た
「
サ
イ
エ
ン
ス
館
」

設
立
の
ア
イ
デ
ア
を
採
用
し
ま

し
た
。
こ
れ
ら
は
、
わ
が
ふ
る

さ
と
大
野
の
過
去
・
現
在
・
未

来
の
地
域
展
望
と
し
て
ふ
さ
わ

し
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
私

た
ち
委
員
も
、
多
数
の
ア
イ
デ

ア
を
通
し
て
随
分
勉
強
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。

回
i

●
『
幕
末
早
春
賦
』
の
映
画
化

　
　

田
中
真
次
ぶ
（
3
9
歳
・
中
荒
井
）

　

幕
末
の
大
野
藩

を
描
い
た
有
明
夏

夫
著
「
幕
末
早
春

賦
」
（
文
芸
春
秋
版
）

を
原
作
と
し
て
映

画
を
制
作
す
る
。

　

監
督
は
黒
沢
明
と
か
和
田
勉
な
ど
に
、

脚
本
は
橋
田
寿
賀
子
な
ど
の
有
名
な
人

に
依
頼
す
る
。
俳
優
も
有
名
人
を
当
て
、

ロ
ケ
も
で
き
る
だ
け
大
野
で
し
、
全
国

の
映
画
館
や
テ
レ
ビ
で
上
映
さ
れ
る
よ

う
な
作
品
に
す
る
。
ま
た
、
大
野
市
内

全
世
帯
に
、
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
に
複
製
し

て
配
布
す
る
。

　

映
画
化
す
れ
ば
、
N
H
K
や
民
放
で

ド
ラ
マ
化
さ
れ
る
き
つ
か
け
と
も
な
り

得
る
な
ど
波
及
効
果
は
大
き
い
。

●
ふ
る
さ
と
基
金
と
情
報

　

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
設
置

　

高
井
修
二
郎
～
（
5
5
歳
・
泉
町
）

　

ふ
る
さ
と
創
生

の
た
め
の
一
億
円

を
「
ふ
る
さ
と
基

金
」
と
し
、
地
元

の
有
志
や
大
野
出

身
者
か
ら
寄
付
を
募
っ
て
増
額
を
図
る
。

そ
し
て
、
行
政
・
市
民
・
学
識
経
験
者

三
者
で
運
営
委
員
会
を
構
成
、
教
育
・

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
事
業
を
行
う
ほ
か
、

大
野
城
を
中
心
と
し
た
「
ふ
る
さ
と
公

園
」
の
整
備
な
ど
を
進
め
る
。

　

一
方
、
「
情
報
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」

を
設
置
し
て
大
野
の
情
報
を
全
国
に
発

信
し
、
基
金
に
賛
同
す
る
人
も
募
る
。

基
金
出
資
者
へ
は
当
然
、
基
金
活
用
状

況
を
報
告
す
る
。
セ
ン
タ
ー
の
実
務
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
依
頼
し
、
市
民
や
来

訪
者
が
い
つ
で
も
自
由
に
出
入
り
で
き

る
オ
フ
ィ
ス
を
確
保
す
る
。
運
営
資
金

は
基
金
増
額
分
と
利
息
を
充
て
る
。

・
奥
越
サ
イ
エ
ン
ス
館
の
設
立

　

中
谷
敬
治
ぶ
（
6
2
歳
．
水
落
町
）

　

奥
越
の
未
来
を

展
望
し
、
子
供
た

ち
に
大
き
な
夢
を

与
え
る
よ
う
な
大

科
学
館
を
つ
く
つ

た
ら
ど
う
だ
ろ
う
。
教
養
あ
ふ
れ
る
事

柄
に
つ
い
て
、
誰
も
が
気
軽
に
実
験
し

た
り
体
験
で
き
る
科
学
館
を
で
す
。

　

科
学
館
づ
く
り
に
当
た
っ
て
は
、
大

野
出
身
で
世
界
的
に
有
名
な
竹
内
均
先

生
（
現
東
京
大
学
名
誉
教
授
）
の
絶
大

な
カ
を
お
借
り
す
る
こ
と
が
成
功
へ
の

道
だ
と
思
い
ま
す
。

　

日
本
海
側
に
は
現
在
、
大
規
模
な
科

学
館
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
大
野
に
本

格
的
な
施
設
が
で
き
れ
ば
、
自
然
と
科

学
の
調
和
に
貢
献
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
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高
卒
就
職
志
望
者
、
依
然
市
外
志
向

地
元
企
業
に
と
っ
て
は
危
機
的
な
求
人
難

　

来
春
、
奥
越
の
高
校
四
校
を
卒
業
し
て
就
職
す
る
生
徒
を
対

象
に
、
大
野
公
共
職
業
安
定
所
な
ど
が
就
職
に
つ
い
て
の
意
識

調
査
を
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
市
外
へ
出
た
い
と
い
う
傾
向

が
一
層
強
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
一
昨
年
来
、

大
野
職
安
管
内
の
求
人
倍
率
が
二
倍
を
超
え
る
一
方
で
、
新
卒

者
の
市
外
流
出
は
、
地
元
企
業
に
と
っ
て
も
市
全
体
と
し
て
も

大
き
な
損
失
で
す
。
調
査
結
果
の
概
要
を
お
伝
え
し
ま
す
。

●
進
学
5
1
％
、
就
職
4
8
％

　

来
年
三
月
の
大
野
高
枚
な
ど
奥

越
四
高
校
の
卒
業
予
定
者
は
、
男

I
五
百
三
十
四
人
、
女
子
四
百
五

十
七
人
の
合
計
九
百
九
上
一
人
で
、

五
月
一
目
現
在
の
希
望
進
路
は
、

進
学
が
五
百
七
人
（
五
一
％
）
、
就
職

が
四
百
七
十
三
人
（
四
八
％
）
と
な

っ
て
い
ま
す
（
左
上
の
表
参
照
）
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
対
象
は
、

就
職
希
望
者
の
ほ
か
に
、
ま
だ
ど

ち
ら
と
も
決
め
て
い
な
い
生
徒
や

進
学
希
望
だ
が
就
職
の
可
能
性
が

あ
る
生
徒
も
含
め
て
い
る
た
め
、

一
部
の
学
校
で
は
就
職
希
望
者
と

回
答
者
数
に
差
異
が
あ
り
ま
す
。

●
休
日
・
勤
務
時
間
重
視

　

ま
ず
、
「
就
職
先
×
選
ぶ
の
に
何

に
重
点
χ
お
き
ま
す
か
」
と
の
問

い
に
対
し
、
「
仕
事
の
内
容
」
と
答

え
た
人
が
最
も
多
く
、
次
い
で
「
労

働
条
件
」
「
会
社
の
将
来
性
」
「
自
分

の
技
術
。
知
識
が
生
か
せ
る
」
の
順

と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
順
位
は
男

女
と
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

労
働
条
件
の
中
で
は
、
①
賃
金

②
休
日
③
勤
務
時
間
の
順
で
す
が
、

②
と
③
の
合
計
を
①
と
比
べ
る
と

男
子
は
同
数
、
女
子
で
は
②
と
③

の
合
計
の
方
が
①
×
上
回
っ
て
い

ま
す
。
若
い
人
の
余
暇
時
間
へ
の

関
心
の
高
さ
が
伺
え
ま
す
。

●
市
内
で
の
就
職
は
2
4
％

　

女
子
は
4
0
％
が
県
外
へ

　

「
就
職
希
望
地
は
ど
こ
で
す
か
」

と
の
問
い
に
は
、
「
大
野
ま
た
は
勝

山
市
内
」
と
答
え
た
人
は
百
七
人

で
、
全
体
の
二
四
％
に
す
ぎ
ま
せ

ん
（
図
1
参
照
）
。

　

昭
和
五
上
六
年
に
行
っ
た
大
野

市
だ
け
の
調
査
で
は
、
就
職
予
定

者
五
百
六
上
八
人
の
う
ち
、
市
内

へ
の
就
職
希
望
者
は
百
八
十
六
人

（
三
二
％
）
で
し
た
の
で
、
市
外
へ
流

出
す
る
傾
向
は
強
ま
っ
て
い
る
と

い
え
ま
す
。

　

特
に
女
子
は
、
市
内
に
残
る
人

が
一
二
％
ヽ
県
外
を
希
望
す
る
人
が

三
八
％
と
な
っ
て
お
り
、
四
割
近
く

の
人
が
県
外
へ
流
出
し
て
し
ま
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

な
f
の
市
外
流
出
は
、
昨
今
の

深
刻
な
嫁
不
足
の
大
き
な
原
囚
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。

●
男
子
は
専
門
・
技
術
職

　

女
子
は
事
務
系
を
希
望

　

「
希
望
す
る
仕
事
は
何
で
す
か
」
と

の
問
い
に
は
、
男
子
の
過
半
数
（
五
五

％
）
が
「
専
門
的
・
技
術
的
な
職
業
」

と
答
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
工
業

高
校
の
生
徒
の
三
分
の
こ
が
希
望

し
て
お
り
、
大
き
な
ウ
エ
ー
ト
を

占
め
て
い
ま
す
。
次
い
で
「
事
務
的

職
業
」
「
販
売
の
職
業
」
が
、
ほ
ぼ
同

数
で
並
ん
で
い
ま
す
。

　

女
子
は
「
事
務
的
職
業
」
を
希
望

す
る
人
が
最
も
多
く
、
全
体
の
四

〇
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
次
い
で

「
販
売
の
職
業
」
「
専
門
的
・
技
術

的
職
業
」
「
サ
ー
ビ
ス
の
職
業
」
の

順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

表．奥越4高校の来春卒業予定者の進路状況

祉
卒業予定者数 進路希望状況 調査回答者数

男 女 計 進学 未定 就職 男 女 計

大野高校
　　入

174

　　人

176

　　人

350

　　入

232

入

1

　　入

117

　入
41

　入
53

　入
94

大野Iミ業高校 196 2 198 46 9 143 172 2 174

勝由高校 134 183 317 200 － 117 14 66 80

勝由南高校 30 96 126 29 1 96 23 87 110

合計 534 457 991 507 11 473 250 208 458

地
望

希職
就

1
図

市
民
総
ぐ
る
み
で
雇
用
開
発

商
工
会
議
所
0
″
・
佐
々
木
幸
一
ぶ

　
　

「
深
刻
な
人

不
足
」
に
加
え
、

来
春
、
就
職
を

予
定
し
て
い
る

高
校
生
も
「
脱

大
野
」
を
強
く
望
ん
で
い
る
折
に
、
行

政
・
業
界
・
学
校
・
父
兄
に
よ
る
「
大

野
市
雇
用
対
策
推
進
会
議
」
が
発
足
し

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
大
い
に
雇
用
確
保

の
道
を
開
い
て
い
た
だ
け
る
も
の
と
期

待
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
雇
用
定
着
の
面
か
ら
は
、
さ

ら
に
求
人
と
求
職
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
解

消
が
強
く
求
め
ら
れ
て
く
る
こ
と
に
な

る
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
か

ら
、
私
は
、
地
場
の
各
次
産
業
を
振
興

す
る
上
で
実
状
を
よ
く
知
っ
て
い
た
だ

き
、
市
民
み
ん
な
で
守
り
育
て
て
い
た

だ
く
と
い
う
、
総
ぐ
る
み
の
連
帯
感
が

高
ま
る
こ
と
を
念
じ
て
い
ま
す
。

ご
ニ
キ
”
の
仕
事
を
嫌
う
傾
向

大
高
就
職
指
導
部
長
・
常
脇
誠
治
ぶ

　

生
徒
の
希
望

す
る
仕
事
や
業

務
に
つ
い
て
、

特
に
普
通
高
校

で
は
事
務
的
な

職
種
や
第
三
次
産
業
（
商
業
・
サ
ー
ビ

ス
業
な
ど
）
へ
の
就
職
希
望
が
強
く
、

汚
い
・
危
険
・
き
つ
い
、
い
わ
ゆ
る
ざ
I

キ
〃
の
仕
事
を
嫌
う
傾
向
が
目
立
ち
ま



図2．業種別新卒就職希望者数と

大野・勝山市内の

求人数（男子）

皿繍ぬ匹刄

●
求
人
倍
率
は
何
と
7
倍

　

「
希
望
す
る
業
種
は
何
で
す
か
」

と
の
問
い
に
対
し
て
は
、
男
子
で

は
①
自
動
車
整
備
・
板
金
業
②
卸
。

小
売
業
、
飲
食
店
③
電
気
機
械
器

具
製
造
業
④
建
設
業
⑤
公
務
の
順

（
図
2
参
照
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

女
子
は
①
サ
ー
ビ
ス
業
五
十
五
人

②
卸
・
小
売
業
、
飲
食
店
五
十
四

人
③
公
務
二
十
一
人
④
金
融
保
険

業
二
十
人
の
順
で
す
。

　

こ
の
業
種
別
就
職
希
望
者
数
と

地
元
企
業
、
つ
ま
り
大
野
●
勝
山
市

内
の
企
業
の
求
人
数
を
対
比
（
男

子
の
み
）
し
た
の
が
、
図
2
で
す
。

地
元
企
業
へ
の
就
職
希
望
者
五
十

八
人
（
公
務
を
除
く
）
に
対
し
て
、

求
人
数
は
二
百
九
十
二
人
（
七
月

末
現
在
・
職
安
調
べ
）
で
、
求
人

倍
率
は
な
ん
と
五
倍
以
上
に
な
っ

て
い
ま
す
。
な
か
で
も
機
械
製
造

業
や
繊
維
工
業
は
極
端
に
希
望
者

が
少
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
求

人
数
は
大
変
多
い
と
い
う
皮
肉
な

結
果
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

女
子
の
地
元
企
業
の
求
人
状
況

は
、
①
縫
製
業
百
十
一
人
②
繊
維

工
業
六
十
人
③
電
気
機
械
器
具
製

造
業
三
十
五
人
④
卸
・
小
売
業
、

飲
食
店
二
十
六
人
⑤
サ
ー
ビ
ス
業

二
十
四
人
な
ど
で
、
合
計
は
二
百

八
十
三
人
で
す
。
地
元
企
業
就
職

希
望
者
は
三
十
人
（
公
務
を
除
く
）

に
過
ぎ
ず
、
ま
さ
に
新
卒
者
は
”
金

の
卵
”
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
男
女
指
定
の
な
い

求
人
も
あ
り
、
総
求
人
数
は
六
百

十
七
人
で
、
地
元
就
職
希
望
者
の

総
数
（
公
務
を
除
く
）
八
十
八
人
に

対
す
る
求
人
倍
率
は
、
約
七
倍
と

な
り
ま
す
。

・
就
職
希
望
者
の
6
4
％
が

　

「
奥
越
に
住
み
た
く
な
い
」

　

「
奥
越
地
域
内
で
ず
っ
と
生
活

し
た
い
で
す
か
」
と
の
問
い
に
、

百
六
十
三
人
（
三
六
％
）
が
「
生
活

し
た
い
」
と
答
え
ま
し
た
が
、
反

対
に
二
百
九
十
五
人
、
実
に
六
四

％
も
の
生
徒
が
「
生
活
し
た
く
な

い
」
と
答
え
て
い
ま
す
。

　

「
生
活
し
た
い
」
と
答
え
た
人
の

理
由
は
①
生
ま
れ
育
っ
た
と
こ
ろ

に
愛
着
が
あ
る
②
自
然
が
豊
富
③

人
柄
が
よ
く
、
の
ん
び
り
し
て
い

る
④
親
の
希
望
⑤
友
人
が
多
い
、

な
ど
で
す
。

　

一
方
「
生
活
し
た
く
な
い
」
と
答

え
た
人
の
理
由
は
、
図
3
の
と
お

り
で
す
。
「
生
活
に
刺
激
が
な
く
、

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
な
ど
の
施

設
や
機
会
が
少
な
い
」
こ
と
を
挙
げ

て
い
る
の
が
五
九
％
に
も
達
し
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
点
か
ら
も
、

若
者
は
、
文
化
水
準
の
高
い
都
市

生
活
を
望
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。
次
い
で
多
い
理
由
は
、

若
者
特
有
の
「
親
か
ら
の
独
立
」
、

さ
ら
に
、
こ
れ
は
自
然
条
件
で
ど

う
し
ょ
う
も
な
い
こ
と
で
す
が
、

　

「
雪
が
降
る
」
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。

図3．奥越で生活したくない理由

す
。

　

こ
う
し
た
傾
向
が
職
業
意
識
の
甘
さ

と
結
び
つ
い
て
い
る
の
か
ど
う
か
は
分

か
り
ま
せ
ん
が
、
あ
の
子
が
行
く
か
ら

私
も
行
く
と
い
う
よ
う
な
風
潮
も
あ
り
、

職
業
に
対
す
る
自
分
な
り
の
理
念
や
自

己
分
析
が
十
分
で
な
い
気
も
し
ま
す
。

　

今
年
は
、
就
職
希
望
者
の
方
が
、
あ

る
意
味
で
は
優
位
な
立
場
に
立
っ
て
お

り
、
誇
り
を
持
っ
て
就
職
活
動
の
関
門

を
通
り
抜
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

”
大
野
丸
”
沈
没
に
危
機
感

　
　

大
野
職
安
麹
菌
n
・
広
瀬
敏
一
ぶ

　

新
規
高
卒
者

の
地
元
就
職
促

進
は
、
職
業
安

定
所
と
し
て
も

大
き
な
課
題
で

す
。
今
回
、
高
卒
就
職
希
望
者
の
意
識

調
査
を
ま
と
め
て
み
て
、
課
題
の
困
難

さ
を
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

何
と
し
て
も
克
服
し
な
け
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。
一
朝
一
タ
で
は
解
決
で
き

ま
せ
ん
が
、
企
業
・
学
校
・
行
政
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
努
力
を
重
ね
て
い

く
し
か
な
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
そ

の
ス
ピ
ー
ド
を
速
め
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

と
に
か
く
、
若
者
の
地
元
離
れ
と
い

う
状
況
が
こ
の
ま
ま
続
け
ば
、
数
年
後

に
は
”
大
野
丸
”
が
沈
没
し
か
ね
な
く

な
る
と
い
う
こ
と
を
、
多
く
の
人
の
共

通
認
識
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。



TOPICS

蕨
生
小
校
舎
・
体
育
館
を
改
築

総
工
費
4
億
3
百
万
円
で
来
春
3
月
完
成

　

市
内
に
唯
一
残
っ
て
い
た
木
造

老
朽
校
、
蕨
生
小
学
校
の
校
舎
と

体
育
館
の
移
転
・
改
築
が
、
い
よ

い
よ
今
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　

移
転
す
る
場
所
は
現
在
の
学
校

か
ら
北
西
へ
約
八
百
‐
離
れ
た
所

（
「
位
置
図
」
参
照
）
で
す
。
新
し
い

学
校
の
敷
地
は
約
一
万
三
千
七
百

平
方
‐
二
・
三
七
紛
）
で
、
今
の
敷

地
の
二
・
三
倍
の
広
さ
で
す
。
同

校
の
現
在
の
校
舎
・
体
育
館
は
昭

和
二
十
六
年
と
三
十
一
年
に
建
て

ら
れ
た
も
の
で
、

老
朽
化
が
著
し

い
こ
と
や
、
山

際
に
あ
る
た
め

敷
地
の
拡
張
が

難
し
い
こ
と
な

ど
か
ら
、
今
回

の
移
転
・
改
築

と
な
り
ま
し
た
。

　

校
舎
・
体
育

館
建
設
の
総
工

費
は
四
億
こ
百

九
十
万
円
で
、
完
成
は
来
年
三
月

下
旬
の
予
定
で
す
。

　

新
し
い
建
物
の
あ
ら
ま
し
を
ご

紹
介
し
ま
し
ょ
う
o

校
舎
は
現
在
の
2
倍
の
広
さ

　

新
校
舎
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
り
こ
階
建
て
で
、
延
べ
面
積
は

約
こ
千
平
方
口
。
現
在
の
校
舎
の

約
こ
倍
の
広
さ
で
す
。

　

一
階
に
は
、
低
学
年
用
の
普
通

教
室
こ
部
屋
を
は
じ
め
、
多
目
的

ホ
ー
ル
（
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
兼
用
）
、
図

書
室
、
放
送
室
、
保
健
室
な
ど
が

設
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
玄
関
を

入
っ
た
所
に
は
、
こ
階
ま
で
吹
き

抜
け
と
な
っ
た
ホ
ー
ル
も
設
け
ら

れ
、
ち
ょ
っ
と
し
た
催
し
な
ど
に

利
用
で
き
ま
す
。

　

こ
階
に
は
、
中
・
高
学
年
用
の

教
室
四
部
屋
の
ほ
か
、
音
楽
室
や

理
科
室
、
図
工
室
、
家
庭
室
が
設

け
ら
れ
ま
す
。

体
育
館
は
バ
レ
ー
な
ら
2
面

　

体
育
館
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
り
平
屋
建
て
延
べ
八
百
四
十
平

方
び
で
、
バ
レ
ー
や
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
の
コ
ー
ト
な
ら
二
面
取
れ
ま
す
。

現
在
の
体
育
館
は
約
こ
百
七
十
平

方
口
し
か
な
く
、
地
域
の
社
会
体

育
活
動
に
は
ほ
と
ん
ど
利
用
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
回
の
改
築

で
条
件
が
整
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
後
は
鉄
筋
老
朽
校
を
改
修

　

今
回
の
蕨
生
小
学
校
改
築
で
、

市
内
小
・
中
学
校
の
改
築
は
す
ぺ

て
終
了
し
ま
す
。
今
後
、
市
で
は

傷
み
が
目
立
つ
鉄
筋
校
舎
・
体
育

館
の
改
修
に
重
点
を
移
し
ま
す
。

今
年
度
は
有
終
西
小
学
校
の
ト
イ

レ
と
照
明
、
陽
明
中
学
校
の
普
通

教
室
棟
外
壁
と
暖
房
設
備
を
大
改

修
し
ま
し
た
。
来
年
度
以
降
も
計

画
的
に
改
修
す
る
方
針
で
す
。

新蕨生小位置図

下
庄
小
体
育
館
も
改
築

1
2
月
支

完
成

旧
体
育
館
の
2
倍
の
広
さ
に

　

下
庄
小
学
校
体
育
館
の
改
築
工

事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
現
在

は
く
い
打
ち
な
ど
の
基
礎
工
事
が

ほ
ぼ
終
了
し
ヽ
柱
や
ふ
ら
丿
な
ど
の

鉄
筋
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
体
育
館
は
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
り
平
屋
建
て
で
、
延
べ

千
四
百
平
方
□
の
広
さ
。
バ
レ
ー

や
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
コ
ー
ト
な
ら
こ

面
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
な
ら
六
面
が

と
れ
ま
す
。

　

今
度
の
改
築
に
伴
い
取
り
壌
さ

れ
た
旧
体
育
館
は
、
広
さ
が
六
百

七
十
平
方
□
し
か
な
く
、
バ
レ
ー

や
バ
ス
ケ
ッ
ト
コ
ー
ト
が
一
面
し

か
取
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
た

め
、
多
様
化
す
る
体
育
実
技
学
習

に
も
支
障
が
あ
り
ま
し
た
。

　

改
築
の
総
工
費
は
こ
億
一
千
六
百

万
円
余
り
で
、
今
年
十
こ
月
末
に

は
完
成
す
る
予
定
で
す
。
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青い目が見た

　　　

ONO

大
野
の
人
々
が
親
切
で

優
し
い
の
は
、
多
分

こ
の
土
地
柄
の
せ
い
で
す
。

　

前
福
井
県
英
語
指
導
助
手
（
大
野
工
業
高
校
在
籍
）

　

ロ
バ
ー
ト
●
ニ
ュ
ー
エ
ン
ジ
ュ
ワ
ン
ダ
ー
ー

　

一
九
八
。
こ
年
に
妻
と
私
が
日
本
に
来
た

時
、
大
野
を
訪
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

大
野
に
来
て
、
旅
館
を
兇
つ
け
る
の
に
と

て
も
苫
労
し
ま
し
た
。
何
軒
も
の
旅
館
に

電
話
を
し
、
や
っ
と
空
い
て
い
る
部
屋
が

見
つ
か
り
ま
し
た
。
「
ど
こ
に
あ
る
の
で
す

か
」
と
尋
ね
た
ら
、
旅
館
の
人
は
住
所
を

教
え
て
く
れ
た
h
で
、
「
も
し
途
中
で
道
に

迷
っ
た
ら
、
O
ビ
ル
は
ど
こ
か
と
聞
い
て

く
だ
さ
い
。
私
の
旅
館
は
そ
の
隣
で
す
」

と
言
い
ま
し
た
。
結
局
、
私
た
ち
は
道
に

迷
い
、
何
人
か
の
人
に
目
標
の
ビ
ル
を
尋

ね
ま
し
た
。
そ
の
人
た
ち
も
「
知
り
ま
せ

ん
」
と
言
い
ま
し
た
が
、
一
人
の
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
に
私
の
妻
が
、
「
O
ビ
ル
は
ど

こ
で
す
か
あ
」
と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

彼
に
な
は
「
あ
あ
、
そ
お
か
、
O
ビ
ル
や
の
。

分
か
っ
た
。
つ
い
て
来
て
」
と
言
っ
て
、

私
た
ち
を
案
内
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の

時
は
、
四
年
後
に
私
た
ち
が
大
野
で
暮
ら

す
こ
と
に
な
る
と
は
、
全
く
予
想
も
し
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

私
は
、
そ
の
土
地
柄
が
、
そ
こ
に
住
む

人
々
を
育
く
む
と
思
い
ま
す
。
大
野
市
は

と
て
も
美
し
い
山
々
に
囲
ま
れ
て
広
が
り
、

穏
や
か
な
川
が
流
れ
て
い
ま
す
。
毎
日
、

ト
ン
ビ
や
水
鳥
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

夜
に
は
カ
エ
ル
の
鳴
き
声
を
聴
き
な
が
ら

満
天
の
星
空
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
こ
そ
、
本
当
の
田
舎
の
暮
ら
し
で
す
。

大
野
の
人
々
が
親
切
で
優
し
い
の
は
、
多

分
、
こ
の
土
地
柄
の
せ
い
で
す
。

　

一
九
八
七
年
八
月
、
妻
と
私
が
大
野
で

暮
ら
す
よ
う
に
な
っ
た
最
初
の
日
、
私
た

ち
は
梅
酒
で
お
祝
い
を
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
目
本
の
梅
酒
は
、
ア
メ
リ
カ
で
も

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
私
た
ち
は

梅
酒
を
買
お
う
と
酒
屋
へ
行
き
ま
し
た
。

け
れ
ど
、
残
念
な
こ
と
に
、
そ
の
店
に
は

一
本
も
在
庫
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
と

こ
ろ
が
、
そ
の
店
の
奥
さ
ん
が
店
の
奥
に

消
え
た
か
と
思
う
と
、
突
然
、
自
家
製
の

梅
酒
の
ビ
ン
を
抱
え
て
戻
っ
て
来
ま
し
た
。

私
た
ち
は
お
金
を
払
お
う
と
し
ま
し
た
が

断
ら
れ
、
「
そ
れ
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
す
」
と

彼
女
は
言
い
ま
し
た
。
大
野
で
二
年
間
を

暮
ら
す
う
ち
に
、
私
た
ち
は
何
度
も
こ
れ

と
よ
く
似
た
こ
と
を
経
験
し
ま
し
た
。

　

季
節
は
早
く
過
ぎ
て

い
き
ま
し
た
。
冬
に
は

山
ヘ
ス
キ
ー
を
し
に
、

春
に
は
自
転
車
で
田
植

え
を
兄
に
行
き
ま
し
た
。

夏
に
は
川
で
泳
ぎ
、
秋

に
は
紅
葉
し
て
い
る
森

の
中
を
歩
き
ま
し
た
。

私
は
こ
れ
ま
で
に
多
く

の
国
々
を
旅
行
し
、
そ

こ
に
住
ん
だ
り
働
い
た

り
し
て
き
ま
し
た
が
、

大
野
ほ
ど
美
し
い
と
こ

ろ
に
住
ん
だ
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

時
々
、
生
徒
た
ち
が
、
「
大
野
を
離
れ
て

大
阪
や
東
京
の
よ
う
な
大
き
な
ま
ち
に
住

み
た
い
」
と
言
う
の
を
聞
く
と
、
私
は
驚

き
、
そ
し
て
悲
し
く
な
り
ま
す
。
し
か
し
、

彼
ら
が
大
野
を
離
れ
、
大
野
に
残
し
て
き

た
も
の
の
本
当
の
あ
り
が
た
さ
が
分
か
る

た
め
に
は
、
一
度
は
違
う
場
所
に
行
っ
て

み
る
必
要
が
あ
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

同
じ
よ
う
に
、
私
が
日
本
人
の
友
達
に

大
野
を
離
れ
る
と
言
う
と
、
彼
ら
は
し
ば

し
ば
当
惑
し
ま
す
。
そ
し
て
、
「
あ
な
た
が

そ
ん
な
に
も
大
野
を
好
き
な
の
な
ら
、
ど

う
し
て
大
野
を
出
た
い
の
で
す
か
」
と
尋

ね
ま
す
。

　

私
は
そ
の
問
い
に
、
こ
う
答
え
ま
す
。

「
な
ぜ
な
ら
、
大
野
の
ま
ち
は
私
に
、
私
を

育
ん
だ
文
化
を
見
直
し
、
そ
し
て
そ
れ
に

感
謝
す
る
と
い
う
新
た
な
思
い
を
芽
吹
か

せ
て
く
れ
た
か
ら
で
す
。
中
国
の
こ
と
わ

ざ
に
も
あ
る
よ
う
に
、
〃
す
べ
て
の
川
は
そ

の
源
流
を
持
ち
、
す
べ
て
の
木
は
そ
れ
自

身
の
根
を
持
っ
て
い
る
”
の
で
す
か
ら
」

　

（
翻
訳
―
大
野
市
中
野
●
滝
波
奎
子
j
）

向かって右がロバートさん。隣は奥さんのカレンさん

Mr．ROBERT
NEUENSCHWANDER
1956年2月生まれ（33歳）、アメリカ合衆国ミシガン

州ミルウォーキ一出身。文部省招致外国語（英語）指

導助手として、妻カレンさん（31歳）とともに昭和62

年8月に大野市へ赴任。以来、今年7月まで大野工

業高校のほか上庄中学校などで教鞭をとる。カレン

さんはスウェーデン人で、中国旅行中に出会ったの

が縁で結婚。世界各地を旅行して自国文化を問い直

すのを信条とし、将来は作家になるのが夢とのこと。
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■
こ
の
「
ペ
ー
ジ
」
で
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
ぶ

り
や
ご
意
見
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
あ
な
た
も
ペ
ー

ジ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
市
役
所
総
務
課

広
報
広
聴
係
（
天
神
町
一

－
一
豊
6
6
・
1
1
1
1
）

ぐる一ぶ登場 大野新墾俳句会

上
島
鬼
貫
の
句
碑
を
建
立

　

大
野
産
の
菊
花
石
に
「
夏
菊
に

馴
染
初
た
る
大
野
哉
お
に
つ
ら
」

と
く
っ
き
り
刻
ま
れ
た
句
碑
が
、

寺
町
通
り
・
善
導
寺
隣
の
錦
公
園

に
完
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
句
碑
は
、
大
野
新
墾
俳
句

会
（
由
形
甚
吉
会
長
）
が
中
心
に

な
っ
て
建
立
し
た
も
の
で
す
。
「
新

墾
」
は
、
大
野
の
俳
句
界
で
は
草

分
け
的
な
存
在
で
、
昭
和
三
十
八

年
八
月
に
故
宮
沢
岩
雄
さ
ん
（
泉

町
）
の
呼
び
か
け
で
誕
生
し
ま
し

た
。
そ
れ
以
来
ず
っ
と
続
い
て
お

り
、
例
会
は
毎
月
第
二
日
曜
日
の

午
後
一
時
三
上
分
か
ら
四
時
ま
で

大
野
公
民
館
で
開
い
て
い
ま
す
。

会
0
は
男
女
と
も
年
配
の
人
が
多

く
、
ト
九
人
で
す
。

　

句
碑
χ
建
て
る
き
っ
か
け
は
、

事
務
局
長
×
務
め
る
高
瀬
定
さ
ん

（
5
7
歳
・
錦
町
）
が
高
校
時
代
の
恩

師
で
昨
年
ま
で
伊
丹
市
の
教
育
長

を
さ
れ
て
い
た
佐
坂
茂
男
さ
ん
か

　

う
ぇ
し
ま
お
に
っ
ら
ら
上
島
鬼
貫
（
江
戸
中
期
の
俳
人

で
現
伊
丹
市
の
出
身
）
が
、
大
野

で
俳
句
を
詠
ん
で
い
る
と
聞
か
さ

れ
た
こ
と
で
す
。
鬼
貫
の
自
叙
伝

に
は
、
日
記
風
に
、

詠
ん
だ
句
と
そ
の
時

々
の
様
子
が
つ
づ
ら

れ
て
お
り
、
宝
永
五

年
二
七
〇
八
年
）
五

月
、
大
野
藩
の
非
常

勤
藩
士
と
し
て
城
下

へ
入
り
、
こ
の
句
を

詠
ん
で
い
ま
す
。
鬼

貫
は
「
導
引
」
と
い
う

医
術
に
優
れ
て
い
た

た
め
大
野
藩
へ
臨
時

に
召
し
抱
え
ら
れ
た

の
で
は
な
い
か
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

会
で
は
、
俳
句
愛

好
者
だ
け
で
な
く
、

よ
り
多
く
の
市
民
に
理
解
し
て
も

ら
お
う
と
、
会
員
を
通
じ
て
建
設

費
の
募
金
χ
呼
び
か
け
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
百
四
十
人
余
り
の
市

民
が
協
力
し
、
大
野
市
や
伊
丹
市

か
ら
も
助
成
さ
れ
ま
し
た
。
七
月

に
は
伊
丹
市
の
佐
坂
さ
ん
ら
も
出

席
し
て
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ヤングIコチー
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若
い
力
で
大
野
に
未
来
を

北
川
和
文
j
（
2
6
才
・
五
条
方
）

　

八
月
十

で
一
日
か
ら

十
五
日
ま

で
、
有
終

会
館
×
主

会
場
に
実
施
し
た
”
4
2
・
1
9
5

時
間
パ
ワ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
”

は
、
成
功
だ
っ
た
と
思
う
。
雨
で

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は
上
四
時
間
で
中

止
に
な
っ
て
し
ま
て
た

が
、
バ
ン
ド
演
奏
・
屋

外
シ
ア
タ
ー
・
ね
る
と

ん
ゲ
ー
ム
は
予
定
ど
お

り
や
れ
た
2
ね
る
と
ん
”

に
は
五
上
人
の
男
女
が

出
場
、
観
客
も
一
二
百
人

余
り
が
集
ま
っ
た
。
ゲ

ー
ム
χ
通
じ
、
知
り
合

い
に
な
れ
た
人
も
多
い

と
思
う
。

　

僕
は
名
古
屋
の
専
門

学
校
×
出
て
、
一
度
は

そ
こ
で
就
職
し
た
が
、

や
は
り
大
野
が
よ
く
て
帰
っ
て
来

た
。
そ
れ
で
何
か
や
り
た
か
っ
た
。

友
達
の
誘
い
で
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

の
実
行
委
員
に
加
わ
り
、
い
ろ
ん

な
苦
労
も
し
た
け
れ
ど
、
い
ろ
ん

な
人
だ
ち
と
も
知
り
合
い
に
な
れ

た
。
来
年
は
、
も
う
一
つ
輪
を
広

げ
て
盛
大
に
し
た
い
。
も
う
I
ク

ラ
ス
だ
け
上
へ
飛
び
出
し
た
い
と

思
う
。

　

大
野
の
人
は
消
極
的
過
ぎ
る
と

思
う
。
だ
け
ど
、
い
ず
れ
自
分
た

ち
で
大
野
を
背
負
っ
て
立
だ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
時
が
来
る
の
だ
か

ら
、
み
ん
な
、
い
っ
し
よ
に
力
χ

合
わ
せ
て
、
自
分
た
ち
の
手
で
大

野
χ
よ
い
ま
ち
に
し
よ
う
。
自
分

た
ち
の
町
な
の
だ
か
ら
。

　

最
後
に
ひ
と
こ
と
、
市
民
の
皆

さ
ま
へ
。
若
者
の
活
力
あ
る
行
動

に
は
ぜ
ひ
、
ご
理
解
と
ご
支
援
χ

お
願
い
し
ま
す
。



私itArXこ；＜

○
料
化
で
有
終
会
館
は
飾
り
物
に

Q

　

有
終
会
館
が
立
派

に
な
っ
て
結
構
な
こ

と
と
言
う
ぺ
き
で
し

よ
う
が
、
私
と
し
て
は
何
の
喜
び

も
感
じ
ま
せ
ん
o
以
前
は
囲
碁
の

会
で
も
無
料
で
し
た
が
、
今
度
は

高
い
使
用
料
が
必
要
で
す
。
だ
か

ら
、
い
つ
も
使
う
こ
と
は
不
可
能

に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
時
代
に

逆
行
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
前

の
古
い
有
終
会
館
の
方
が
ど
れ
は

ど
よ
い
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
か
ら
、
あ
の
入
目
の
ゲ
ー

ト
、
個
人
的
な
主
観
で
す
が
、
奇

異
を
て
ら
い
過
ぎ
て
好
感
が
持
て

ま
せ
ん
。
む
し
ろ
ア
ー
チ
な
ど
の

方
が
穏
や
か
に
感
じ
ま
す
が
。

　

立
派
な
有
終
会
館
は
、
横
目
で

眺
め
て
通
る
だ
け
の
代
物
に
な
り

ま
し
た
。

　
　

（
春
日
丁
匿
名
希
望
●
7
7
歳
）

A

　

従
来
、
市
の
各
種

施
設
の
使
用
料
は
、

そ
の
施
設
ご
と
に
決

め
て
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

施
設
間
で
の
ば
ら
つ
き
や
不
統
一

が
見
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
今
回
の

多
田
記
念
大
野
有
終
会
館
の
完
成

を
機
に
、
全
施
設
の
料
金
を
見
直

し
統
一
性
を
持
た
せ
る
と
と
も
に
、

使
用
料
条
例
を
一
本
化
し
ま
し
た
。

　

使
用
料
は
、
電
気
料
を
は
じ
め

施
設
を
維
持
管
理
す
る
た
め
に
必

要
な
経
費
の
一
部
を
、
そ
の
利
用

者
に
ご
負
担
願
う
も
の
で
す
。
公

共
施
設
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
維
持

管
理
費
を
す
べ
て
税
金
で
賄
う
の

で
は
な
く
、
直
接
利
益
を
受
け
る

利
用
者
に
も
、
一
部
負
担
し
て
も

ら
う
方
が
、
市
民
全
体
か
ら
見
れ

ば
公
平
に
な
る
と
い
う
考
え
で
す
。

　

料
金
は
平
日
・
休
日
の
別
、
午

前
・
午
後
・
夜
間
の
別
、
さ
ら
に

は
冷
暖
房
の
使
用
時
期
な
ど
に
分

け
て
決
め
て
あ
り
ま
す
が
、
使
用

目
的
に
よ
っ
て
は
免
除
ま
た
は
減

額
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
減

免
措
置
に
つ
い
て
は
、
各
施
設
の

管
理
者
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

人
口
の
ゲ
ー
ト
は
、
た
く
さ
ん

の
人
々
が
集
い
、
ふ
れ
あ
い
の
場

に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
、
「
人
」
を

表
現
し
た
も
の
で
す
。
会
館
の
表

と
裏
に
合
計
五
基
あ
り
ま
す
。
当

市
と
し
て
は
初
め
て
の
試
み
で
す

が
、
類
似
の
も
の
は
全
国
に
あ
り

特
に
奇
を
て
ら
っ
た
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

（
総
務
課
長
・
中
兼
惣
右
ヱ
門
）

W鴫歌

風
船
が
縁
で
長
野
県
の
小
学
校
訪
問

　

小
森
健
伍
・
姫
代
I
夫
妻
（
大
和
町
）

　

小
森
健
伍
さ
ん
（
7
2
歳
）
●
姫

代
さ
ん
（
7
8
歳
）
夫
婦
は
七
月
十

八
日
、
長
野
県
上
伊
那
郡
箕
輪

町
の
箕
輪
中
部
小
学
校
を
訪
ね

五
月
か
ら
文
通
を
続
け
て
い
た

子
供
だ
ち
と
交
歓
し
ま
し
た
。

　

今
年
五
月
、
市
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
創
立
十
周
年
記
念
行
事

で
姫
代
さ
ん
が
飛
ば
し
た
風
船

が
縁
で
、
小
森
さ
ん
夫
婦
と
同

小
三
年
四
組
の
矢
沢
久
美
さ
ん

た
ち
三
十
八
人
と
の
間
で
、
文

通
が
続
い
て
い
ま
し
た
。

　

健
伍
さ
ん
は
二
科
会
の
会
員

で
、
二
科
展
に
二
年
連
続
入
選

し
た
こ
と
の
あ
る
画
家
。
文
通

で
も
二
人
の
似
顔
絵
を
送
っ
た

り
し
ま
し
た
が
、
今
度
は
お
土

産
に
と
『
舟
如
き
』
と
題
す
る
百

号
の
油
絵
を
自
家
用
車
の
屋
根

に
積
ん
で
出
か
け
ま
し
た
。

　

学
校
で
は
全
校
児
童
千
人
余

り
が
待
つ
体
育
館
へ
案
内
さ
れ
、

健
伍
さ
ん
の
絵
が
飾
ら
れ
た
ス

テ
ー
ジ
で
あ
い
さ
つ
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
二
人
と
も
あ
ま

り
の
歓
迎
ぶ
り
に
び
っ
く
り
。

あ
い
さ
つ
の
後
は
、
三
年
四
組

の
教
室
で
、
子
供
た
ち
が
歌
と

踊
り
で
大
歓
迎
。
お
二
人
は
「
こ

の
楽
し
か
っ
た
思
い
出
は
一
生

忘
れ
な
い
で
し
ょ
う
」
と
感
激

し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

健
伍
さ
ん
の
絵
は
、
市
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
や
大
野
有
終
会

館
へ
も
寄
贈
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
≪
＞
4
＞
＞
’
0
a
＾

投
稿
の
お
願
い

　

市
政
に
つ
い
て
の
質
問
や

意
見
な
ど
、
日
ご
ろ
皆
さ
ん

が
考
え
て
い
る
こ
と
を
ハ
ガ

キ
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
紙

上
匿
名
は
自
由
で
す
が
、
必

ず
住
所
。
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。

原
文
を
一
部
要
約
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

あ
て
先
市
役
所
総
務
課
広

報
広
聴
係
（
〒
9
1
2
大
野
市

天
神
町
一
－
一
）

簒
知
ら
せ

●
ミ
ス
お
お
の

　

シ
ン
デ
レ
ラ
コ
ン
テ
ス
ト

主
催
大
野
市
観
光
協
会

応
募
資
格
高
校
生
を
除
く
1
8
歳

　

以
上
の
未
婚
女
性

応
募
方
法
便
せ
ん
な
ど
に
住
所
・

　

氏
名
・
生
年
月
日
・
職
業
・
趣

　

味
・
特
技
・
電
話
番
号
を
明
記

　

の
上
、
名
刺
版
（
6
5
1
1
1
x
9
0
、
じ

　

の
上
半
身
写
真
を
添
え
、
〒
9
1
2

　

天
神
町
2
－
4
市
観
光
協
会

　

（
豊
6
5
・
5
5
2
1
）
へ
。

応
募
締
切
9
月
2
0
日
⑥

審
査
1
0
月
1
日
⑧
午
後
1
時
か

　

ら
市
内
会
場
（
未
定
）
で
。
応
募

　

者
は
洋
装
と
し
、
3
人
を
ご
I

　

ス
”
に
決
定
し
ま
す
。

表
彰
1
0
月
8
日
⑧
表
彰
式
。
ミ

　

ス
に
は
賞
金
1
0
万
円
と
グ
ァ
ム

　

島
旅
行
な
ど
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

●
大
野
柔
道
ス
ポ
ー
ツ

　

少
年
団
、
団
員
を
募
集

対
象
小
学
1
年
生
以
上
中
学
3

　

年
生
ま
で
の
男
女

申
込
先
大
野
市
B
＆
G
海
洋
セ

　

ン
タ
ー
（
豊
6
4
・
1
3
1
1
）
へ

　

同
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
毎
週

水
。
土
曜
日
の
午
後
7
時
か
ら
8

時
ま
で
、
大
野
有
終
会
館
I
階
の

1
0
6
号
室
で
練
習
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
見
学
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
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佑子

年
齢
・
体
力
に
合
っ
た
運
動
を

　

一
日
の
う
ち
で
汗
を
か
く
こ
と
の
な
い
人
は
、
ま
ず
運
動
不
足
と

思
っ
て
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
運
動
不
足
が
原
因
で
、
肥
満
か
ら
成

人
病
へ
の
道
を
歩
む
こ
と
に
な
る
ば
か
り
か
、
体
力
や
身
体
機
能
の

低
下
で
老
化
を
早
め
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
年
を
と
れ
ば
と
る
ほ

ど
、
体
力
に
個
人
差
が
目
立
っ
て
き
ま
す
。
ど
の
年
代
に
、
ど
ん
な

運
動
を
す
る
の
か
よ
い
か
、
年
代
の
体
力
の
特
徴
と
、
運
動
す
る
上

で
の
注
意
点
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

1
2
0
歳
～
5
0
歳
代

　

二
十
歳
代
は
体
力
の
あ
る
時
期

で
す
。
体
全
体
×
フ
ル
に
動
か
す

ス
ポ
ー
ツ
、
例
え
ば
テ
ニ
ス
や
ラ

ン
ニ
ン
グ
、
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
な
ど

で
積
極
的
に
汗
×
流
し
ま
し
ょ
う
。

若
さ
で
い
ろ
ん
な
ス
ポ
ー
ツ
に
挑

戦
し
て
、
一
生
続
け
ら
れ
そ
う
な

も
の
を
選
び
、
身
に
つ
け
て
お
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

三
十
歳
代
は
、
体
力
や
運
動
能

力
が
低
下
し
始
め
る
時
期
で
す
。

体
力
の
現
状
維
持
と
ス
ト
レ
ス
解

消
の
こ
点
に
重
点
を
お
い
て
、
サ

イ
ク
リ
ン
グ
や
水
泳
、
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
な
ど
を
生
活
に
と
り
入
れ
ま

Ⅱ
4
0
歳
代
は
曲
り
角

　

四
十
歳
代
は
、
筋
力
や
持
久
力

な
ど
体
力
を
形
成
す
る
要
素
が
衰

え
て
く
る
時
期
で
す
。
他
人
と
競

う
ス
ポ
ー
ツ
は
避
け
、
運
動
不
足

を
解
消
し
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
で

き
る
ス
ポ
ー
ツ
を
実
践
し
ま
し
ょ

う
。
具
体
例
と
し
て
、
毎
朝
の
ラ

ジ
オ
体
操
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
な
ど
が

最
適
で
し
ょ
う
。

Ⅲ
5
0
歳
代
以
上

　

五
十
歳
代
以
上
の
人
は
、
体
に

極
端
な
負
担
が
か
か
ら
な
い
運
動

を
時
間
を
か
け
て
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
そ
し
て
、
何
よ
り
末
長

く
続
け
る
こ
と
で
す
。
こ
の
意
味

で
、
歩
く
こ
と
は
最
も
適
し
た
運

動
と
い
え
ま
す
。

　

歩
き
方
の
一
例
と
し
て
、
一
分

間
に
約
百
ロ
の
を
か
を
毎
日
こ
十

分
か
ら
三
十
分
程
度
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

歩
く
コ
ツ
は
①
ひ
ざ
を
伸
ば
し

歩
幅
を
広
く
と
る
②
背
筋
を
伸
ば

す
③
少
し
速
め
で
リ
ズ
ミ
カ
ル
に

④
後
ろ
足
で
地
面
を
し
っ
か
り
け

る
⑤
体
の
上
下
・
左
右
の
揺
れ
を

少
な
く
す
る
、
な
ど
で
す
。

　

は
じ
め
か
ら
無
理
を
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。
軽
く
汗
を
か
く

く
ら
い
の
速
さ
と
距
離
で
始
め
、

生
活
の
一
部
に
し
て
く
だ
さ
い
。

●
瞳
康
ウ
ォ
ー
ク

参
加
者
を
募
集
中

期
日
1
0
月
1
0
日
収
体
育
の
日

　

※
雨
天
実
施

コ
ー
ス
・
日
程
片
道
約
4
キ
口

　

程
度
の
コ
ー
ス
（
未
定
）
。

　

詳
し
く
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー

　

豊
6
5
・
7
3
3
3
へ
お
尋
ね

　

く
だ
さ
い
。

対
象
子
供
か
ら
お
年
寄
り
よ

　

で
ど
な
た
で
も
。
に
に
だ
し
、

　

小
学
4
年
生
以
下
は
必
ず
保

　

護
者
同
伴
で
。

定
員
1
8
0
人

参
加
費
5
0
0
円
（
保
険
料

　

含
む
）

持
参
品
弁
当
・
水
筒
・
雨
具

　

な
ど
。

申
込
方
法
9
月
3
0
日
①
ま
で

　

に
保
健
セ
ン
タ
ー
ヘ
。

恥
3 375

C
O豊

ぐ

　

「

タンセ
建

1

m

・

すま
しし

旧
し

1
≫
V

幣
ノ
｛
｜

をりく
つ

0
碑

‐
一
。
－

の

　

／

力さ
皆

　

ｑ



■あなたの身近に話題がありまし

たら市役所総務課広報広聴係（容

66－1111）へご連絡ください。

話ij題の

　

しサlまひろ＝，・・・・

市産業文化展示館で

　

岡島美術記念館蔵品展

　

市産業文化展示館で岡島美術記

念館蔵品展が開かれています。展

示されているのは、刀剣・刀剣付

属品・金銅仏●じばこ川具・漆器

など約230点て、いずれ石美術工

芸品として一級の品です。同展は

11月5［ま1まで開かれ、人館料は大

人100円、小・中学生50円です。毎

週月曜と祝日の翌日は休館日です。

城まつりおどりコンクール

　　

市長賞には福銀チームが

　

第22回おおの城まつりの開幕を

飾る「オープニンノブおどりコンク

ール」が8月8日、JR越前大野

駅前広場で行われ、8［ヽ月体250人

が浴衣・法被姿で踊りを披露しま

し／こ。審査結果は次のとおり。●・市

長賞…福井銀行S・議長賞…越前信

金ト商工会議所会頭賞…北陸銀行

仮
装
や
山
車
で
フ
ィ
ー
バ
ー

　

″
お
も
い
っ
き
り
カ
ー
ニ
バ
ル
々

　

市
制
三
十
五
周
年
記
念
「
お
1
い
っ

き
り
ま
刀
－
ニ
バ
ル
」
が
8
月
1
5
日
、
有

終
会
館
？
J
R
大
野
駅
？
六
間
通
り
を

コ
ー
ス
に
開
か
れ
、
十
六
チ
ー
ム
約
三

百
人
が
工
夫
を
凝
ら
し
た
衣
装
や
神
輿
、

山
車
で
練
り
歩
き
ま
し
た
。
山
内
市
長

ら
が
扮
す
る
土
井
利
忠
公
の
行
列
1
お

目
見
え
、
盛
ん
な
拍
手
を
浴
び
ま
し
に
に
。

健
康
で
明
る
い
ま
ち
を
願
い

　

健
康
づ
く
り
市
民
の
つ
ど
い

　

八
月
二
十
日
、
有
終
会
館
で
第
九
回

「
健
康
づ
く
り
市
民
の
つ
ど
い
」
が
開
か

れ
ま
し
た
。
県
の
”
健
康
お
嬢
さ
ん
”
に

選
ば
れ
ま
に
松
田
美
智
子
さ
ん
ら
六
人
が

日
ご
ろ
の
健
康
の
秘
け
つ
な
ど
を
発
表

し
に
に
ほ
か
、
手
軽
に
で
き
る
健
康
お
や

つ
の
試
食
や
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室
な
ど

大
勢
の
市
民
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

読
み
ど
く

・
大
野
出
身
の
洋
画
家

　

松
原
祐
J
j
の
個
展

と
き
9
月
1
0
日
⑧
・
1
1
日
⑧
午
前

　

9
時
？
午
後
4
時

と
こ
ろ
有
終
会
館
本
館
一
階

内
容
大
野
市
日
吉
町
出
身
の
松
原

　

祐
一
で
（
5
5
歳
・
パ
ン
リ
ア
ル
美
術

　

協
会
員
）
の
「
人
間
画
」
7
0
点
を

　

展
示
。

松
原
j
の
略
歴
昭
和
9
年
8
月
6

　

日
、
日
吉
町
・
円
徳
寺
住
職
の
長

　

男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
有
終
中
、

　

大
野
高
校
を
経
て
金
沢
美
術
工
芸

　

大
学
油
画
科
卒
。
「
8
月
6
日
」
に

　

こ
だ
わ
り
「
人
間
」
を
描
き
続
け
る
。

●
こ
ど
も
劇
場

主
催
市
教
委
●
同
劇
場
実
行
委

と
き
9
月
1
7
日
⑧
午
前
1
0
時
開
演

と
こ
ろ
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

内
容
地
元
劇
団
”
た
ん
ぽ
ぽ
”
に
よ

　

る
童
話
劇
▼
一
部
：
‐
『
七
ひ
き

　

の
こ
や
ぎ
』
▼
二
部
・
：
『
お
ど
り

　

の
ス
テ
ー
ジ
』
▼
三
部
：
‐
『
お
お

　

の
の
花
さ
か
じ
い
さ
ん
』

対
象
4
歳
以
上
小
学
校
低
学
年
。

　

親
子
同
伴
で
。

入
場
券
1
枚
2
0
0
円
で
、
9
月

　

7
日
か
ら
各
公
民
館
・
児
童
館
（
セ

　

レ
タ
ー
）
・
図
書
館
・
市
民
会
館
・

　

市
教
委
社
会
教
育
課
で
発
売



INFORMATION

お
知
ら
せ

9月

・
市
民
大
学
講
座
・
国
際

　

教
養
コ
ー
ス
受
講
生
募
集

期
間
…
日
程
1
0
月
か
ら
H
月
ま

　

で
の
毎
週
1
回
、
午
後
7
時
か

　

ら
8
時
3
0
分
ま
で

会
場
大
野
地
域
職
業
訓
練
セ
ン

　

タ
；
（
大
野
市
農
協
会
館
前
）

内
容
文
部
省
派
遣
の
外
国
人
英

　

語
指
導
助
手
の
方
が
講
師
と
な

　

っ
て
‐
常
会
話
を
手
ほ
ど
き
す

　

る
ほ
か
、
交
歓
会
な
ど
を
開
き

　

ま
す
。

対
象
学
生
以
外
の
市
民
。
定
員

　

3
0
入

受
講
料
1
0
0
0
円

申
込
方
法
市
教
育
委
員
会
社
会

　

教
育
課
へ
電
話
（
6
6
・
1
1
1
1

　

内
線
5
4
2
）
で
。
定
員
に
達

　

し
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

…
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
講
座

日
時
9
月
1
7
日
か
ら
1
1
月
2
0
日

　

ま
で
の
毎
週
火
曜
‐
、
午
後
7

　

時
3
0
分
か
ら
9
時
ま
で

会
場
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
（
中

　

野
町
っ
ソ
1
－
1
6
）

対
象
3
0
歳
ま
で
の
勤
労
青
少
年
。

　

定
員
3
0
人

受
講
料
3
0
0
0
円

申
込
方
法
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　

ヘ
電
話
（
6
5
・
7
2
2
1
）
で
。

　

定
員
に
達
し
次
第
、
締
め
切
り

　

ま
す
。

・
大
野
職
訓
セ
ン
タ
ー
で

　

初
心
者
対
象
実
用
講
座

　

大
野
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

（
大
野
市
農
協
会
館
前
）
で
は
、
1
0

月
開
講
の
初
心
者
対
象
実
用
講
座

の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。
申
し

込
み
は
同
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
（
6
5
・

6
8
4
0
）
で
。
定
員
に
達
し
次

第
、
締
め
切
り
ま
す
。

■
手
編
み
講
座

日
時
1
0
月
7
日
か
ら
1
2
月
2
3
日

　

ま
で
の
毎
月
第
1
・
2
・
4
土

　

曜
日
、
午
前
9
時
3
0
分
か
ら
H

　

時
3
0
分
ま
で

定
員
2
0
人

受
講
料
1
2
0
0
円
（
教
材
費

　

別
）

■
和
裁
講
座

日
時
1
0
月
6
日
か
ら
来
年
3
月

　

2
3
日
ま
で
の
毎
週
金
曜
日
、
午

　

後
1
時
か
ら
4
時
ま
で

定
員
1
5
人

受
講
料
3
0
0
0
円
（
教
材
費

　

別
）

…
市
福
祉
事
務
所
で

　

定
例
補
聴
器
無
料
相
談

と
き
毎
月
第
4
月
曜
日
、
午
前

　

1
0
時
？
正
午

と
こ
ろ
市
福
祉
事
務
所
相
談
室

　

（
市
役
所
内
1
階
）

対
象
現
在
補
聴
器
を
使
用
し
て

　

い
る
人
ま
た
は
聴
力
に
支
障
が

　

あ
る
人

内
容
補
聴
器
の
修
理
・
点
検
・

　

聴
力
測
定
な
ど

費
用
無
料
。
た
だ
し
、
補
聴
器

　

の
修
理
が
必
要
な
場
合
は
実
費

問
合
先
市
福
祉
事
務
所
福
祉
係

　

（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内
線
4
7
3
）

…
障
害
者
に
働
く
場
を

　

9
月
は
雇
用
促
進
月
間

　

今
月
は
「
障
害
者
雇
用
促
進
月

間
」
。
1
人
で
も
多
く
の
障
害
者
が

職
場
を
得
て
社
会
活
動
の
一
翼
を

担
い
、
働
く
喜
び
と
生
き
が
い
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
事

業
主
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

求
人
・
求
職
は
、
大
野
公
共
職

業
安
定
所
（
豊
6
6
・
2
4
0
8
）
へ
。

…
里
親
を
求
め
て
い
ま
す

　

「
里
親
制
度
」
を
ご
存
じ
で
す
か
。

こ
の
制
度
は
、
家
庭
的
に
恵
ま
れ

な
い
子
供
を
有
志
の
方
（
里
親
）
に

預
っ
て
い
た
だ
き
、
温
か
い
家
庭

の
中
で
育
て
て
も
ら
お
う
と
い
う

も
の
で
す
。

　

県
で
は
今
、
こ
の
制
度
の
基
盤

と
な
る
里
親
を
広
く
県
民
の
皆
さ

ん
か
ら
募
集
し
て
い
ま
す
。
不
遇

な
子
供
た
ち
に
愛
の
手
を
差
し
伸

べ
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
。

　

手
続
き
な
ど
詳
し
く
は
、
県
中

央
児
童
相
談
所
（
a
0
7
7
6
・

2
4
・
5
1
3
8
）
ま
た
は
市
福
祉

事
務
所
家
庭
児
童
相
談
員
（
豊
6
6
・

1
1
1
1
内
線
4
7
4
）
へ
お
尋

ね
く
だ
さ
い
0

…
登
記
…
法
律
無
料
相
談

主
催
県
司
法
書
士
会
・
土
地
家

　

屋
調
査
士
会

と
き
1
0
月
1
日
2
午
前
1
0
時
？

　

午
後
4
時

と
こ
ろ
有
終
会
館

相
談
内
容
①
不
動
産
の
表
示
・

　

権
利
に
関
す
る
登
記
2
訴
状
な

　

ど
裁
判
所
へ
提
出
す
る
書
類
の

　

手
続
き
方
法
3
法
人
の
設
立
・

　

変
更
の
登
記
4
地
代
・
家
賃
の

　

供
託
、
そ
の
他
関
連
事
項

・
県
政
バ
ス
日
曜
日
号

と
き
9
月
2
4
日
2
午
前
8
時
5
0

　

分
に
J
R
越
前
大
野
駅
前
出
発

コ
ー
ス
大
野
駅
前
？
鯖
江
・
漆

　

器
会
館
？
武
生
・
越
前
の
里
郷

　

土
資
料
館
（
昼
食
）
？
鯖
江
・
め

　

が
ね
会
館
？
福
井
・
県
立
博
物

　

館
？
大
野
駅
前
（
午
後
4
時
5
0

　

分
着
予
定
）

対
象
一
般
（
小
学
生
以
上
の
子

　

供
の
同
伴
可
）
、
定
員
5
4
人

費
用
無
料

持
ち
物
昼
食
・
筆
記
用
具
な
ど

申
込
方
法
往
復
は
が
き
に
住
所
・

　

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
出

　

発
日
・
出
発
地
を
書
い
て
、
〒

　

m
福
井
市
大
手
3
‐
1
7
‐
I
県

　

庁
広
報
課
県
民
相
談
室
へ

あ
な
た
の
一
日
の
動
き

教
え
て
く
だ
さ
い
I

「
交
通
実
態
調
査
」
実
施

　

大
野
市
で
は
、
建
設
省
、
県
と

共
同
で
、
1
0
月
？
い
‥
‥
一
月
に
「
交
通

実
態
調
舎
」
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
一
目
の
人
の
動

き
（
い
つ
、
ど
こ
か
ら
、
ど
こ
へ
、
何

を
利
川
し
て
、
何
の
た
め
に
）
を
つ

か
み
、
将
来
の
交
通
量
を
予
測
し

ま
す
。
調
査
結
果
は
道
路
・
駐
巾

場
の
整
備
や
バ
ス
・
電
車
な
ど
の

市内の交通事故状況

件数内容 平成元年　7月末
63年
7月末 増減

総件数 204 214 －10

人身

事故

件数 100 96 ＋4

死者 1 6 一5

傷者 138 116 ＋22

物損事故 104 118 －14



・・INFORMATION

交
通
シ
ス
テ
ム
改
善
に
役
立
て
る

な
ど
、
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
の
貴
重
な
資
料
と
な
り
ま
す
。

　

調
査
に
当
た
っ
て
は
、
全
世
帯

の
中
か
ら
無
作
為
に
対
象
×
選
ば

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
、
対
象
間

帯
に
は
事
前
に
調
査
を
お
願
い
す

る
は
が
き
×
送
ら
せ
て
い
た
だ
い

た
後
、
調
だ
G
（
身
分
証
明
書
携

帯
）
が
直
接
、
各
家
庭
を
訪
問
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

節
は
ご
協
力
×
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
調
だ
内
容
は
厳
重
に
管

理
さ
れ
ま
す
の
で
、
他
の
目
的
に

使
川
さ
れ
た
り
、
外
部
に
漏
れ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
合
先
福
井
都
市
圏
調
査
実
施

　

本
部
（
豊
0
7
7
6
・
2
5
・
－

　

4
2
0
）

●
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

養
成
講
座
受
講
者
募
集

　

市
内
の
日
の
不
自
由
な
人
に
、

録
謹
テ
ー
プ
を
通
じ
市
内
の
情
報

や
本
χ
朗
読
・
録
音
し
て
届
け
る

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
講
座

が
開
か
れ
ま
す
。

と
き
9
月
H
日
ざ
1
2
川
4
‐
、

　

毎
目
り
第
2
・
4
月
曜
目
、
午
後

　

1
時
3
0
分
？
3
時
3
0
分

と
こ
ろ
行
終
会
館
！
階
・
市
社

　

協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

受
講
料
5
0
0
円
（
本
代
）

申
込
先
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
右

　

終
会
館
内
豊
6
5
・
8
7
7
3
）

●
観
光
協
会
青
年
部
募
集

　

市
観
光
協
会
で
は
、
若
者
の
ア

イ
デ
ア
と
活
力
×
会
の
活
動
に
反

映
さ
せ
る
べ
く
、
青
年
部
を
結
成

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
未
開

発
の
観
光
資
源
が
豊
富
だ
と
い
わ

れ
て
い
る
大
野
の
歴
史
を
知
り
、

大
野
の
将
来
×
皆
で
考
え
、
行
動

す
る
青
年
部
を
目
指
し
ま
す
。
既

に
観
光
協
会
に
加
入
し
て
い
る
人

は
も
ち
ろ
ん
、
未
加
入
の
人
も
大

歓
迎
で
す
。

加
入
資
格
市
内
在
住
ま
た
は
市

　

内
勤
務
の
人
で
、
1
8
歳
か
ら
4
5

　

歳
ま
で
の
男
女

年
会
費
2
0
0
0
円
（
協
会
費

　

を
含
む
）

申
込
先
市
観
光
協
会
（
産
業
文

　

化
展
示
館
内
豊
6
5
・
5
5
2
1
）

市職員の採用試験

　

平成2年4月採川予定の大野

市職0の採川試験×次のとおり

行います。

採用予定人数・・事務職…7人

　

・・技術職（上木ト‥3人

受験資格事務職、技術職とも

　

に昭和41年4日2日から昭和

　

47年4月1日までに生まれた

　

人

試験日程・・第1次試験（一般

　

教養筆記試験）…H川5田日）

　

午前9時30分から大野高校で

　

ド第2次試験（作文試験と而

　

接による人物考だ）‥痛1次

　

試験合格者×対象に1且丁ド句

　

に実施

受験申込期間9川11田口）～

　

22田金）

申込方法大野市役所総務課人

　

事係（豊66・1111内線223）に

　

ある申込書に必要事項×記入

　

し、顔写真を張って同係へ

郵便による申込書請求申込書

　

×郵便で請求する場合は、封

　

筒の表に「職n採川試験申込

　

潟請求」と朱書きし、あて光

　

×明記して62円切手×貼った

　

返信川封筒×同封のh、〒912

　

大野市天神町1－ト大野市役所

　

総務課人事係へ

市民のうごき

（前月比）

世帯数11，288世帯（－6）

人□42，447人（－2）

　

男20，371人（＋4）

　

女22，076人（－6）

転入42人出生42人

転出51人死亡35人

平成元年8月1日現在

暮
ら
し
の

ア
ド
バ
イ
ス

バイオ洗剤と小型洗剤の

見掛けの便利さを考える

　

最
近
の
洗
剤
に
は
、
汚
れ
を

分
解
す
る
酵
素
を
配
合
し
た
も

の
が
た
く
さ
ん
出
回
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
酵
素
に
は
、

タ
ン
パ
ク
質
を
分
解
す

る
ア
ル
カ
ラ
ー
ゼ
や
繊

維
素
を
分
解
す
る
セ
ル

ラ
ー
ゼ
な
ど
が
あ
り
ま

す
が
、
バ
イ
オ
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
（
生
物
工
学
）
の

技
術
を
駆
使
し
て
生
産

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

酵
素
洗
剤
を
バ
イ
オ
洗

剤
と
呼
ん
で
い
る
メ
ー

カ
ー
も
あ
り
ま
す
。

　

メ
ー
カ
ー
は
、
〃
酵
素

パ
ワ
ー
”
が
頑
固
な
汚

れ
を
落
と
す
と
宣
伝
し

て
い
ま
す
が
、
酵
素
が
働
く
に

は
一
定
の
時
間
が
必
要
で
す
。

洗
濯
物
を
つ
け
置
き
す
れ
ば
効

果
が
あ
る
よ
う
で
す
が
、
普
通

の
洗
濯
時
間
の
六
分
か
ら
十
こ

分
程
度
で
は
力
を
発
揮
し
ま
せ

ん
。

　

ま
た
、
〃
ス
プ
ー
ン
一
杯
で
汚

れ
が
落
ち
る
”
と
い
う
小
型
洗

剤
も
店
頭
を
に
ぎ
わ
せ
て
い
ま

す
。
容
器
が
小
さ
く
て
か
さ
ば

ら
な
い
こ
と
も
あ
り
、
人
気
を

集
め
よ
く
売
れ
て
い
る
よ
う
で

す
。

　

な
ぜ
”
ス
プ
ー
ン
一
杯
”
に

な
っ
た
か
と
い
う
と
、
こ
れ
ま

で
商
品
を
大
き
く
兄
せ
る
た
め

増
量
剤
と
し
て
配
合
し
て
い
た

ボ
ウ
硝
（
硫
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
）
を

減
ら
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
ま

す
。

　

洗
剤
の
量
が
減
る
と

排
水
に
よ
る
河
川
な
ど

の
水
へ
の
影
響
も
少
な

く
な
る
と
思
い
が
ち
で

す
が
、
実
際
は
、
汚
れ

落
と
し
の
主
成
分
で
あ

る
界
面
活
性
剤
（
リ
ン

脂
質
）
は
逆
に
増
え
て

い
る
の
で
す
。
リ
ン
分

は
手
荒
れ
や
水
質
汚
染

な
ど
、
洗
剤
の
質
と
し

て
一
番
問
題
に
な
っ
て

い
る
も
の
な
の
で
す
。

　

便
利
さ
を
追
求
す
る

現
代
の
生
活
。
け
れ
ど
、
目
先

の
便
利
さ
は
、
必
ず
し
も
生
活

全
体
を
向
上
さ
せ
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
洗
剤
の
能
力
は

飛
躍
的
に
高
く
な
り
ま
し
た
が
、

反
面
、
水
質
汚
濁
の
主
原
因
は

家
庭
か
ら
の
排
水
で
あ
る
と
い

う
こ
と
を
再
認
識
し
、
洗
剤
の

使
用
量
を
協
力
減
ら
す
工
夫
を

し
た
い
も
の
で
す
。
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3
厨
房
機
器
メ
ー
カ
ー
⑩

L
タ
ニ
コ
ー
一
ア
ッ
ク

　

清
滝
に
あ
る
㈱
タ
ニ
コ
ー
テ
ッ
ク
は
、
業

務
用
総
合
厨
房
機
器
の
メ
ー
カ
ー
で
す
。
昨

年
は
丸
岡
に
西
日
本
流
通
セ
ン
タ
ー
と
九
州

工
場
（
福
岡
県
）
を
つ
く
り
、
今
年
一
月
に

は
丸
岡
工
場
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
本
社
は
谷
し
工
業
㈱
で
、
東
京

に
あ
り
ま
す
。
全
国
を
二
分
し
て
、
東
部
を

川
崎
・
福
島
・
北
海
道
工
場
、
西
部
を
大
野

・
丸
岡
。
九
州
工
場
が
需
要
に
応
じ
て
い
ま

す
。
営
業
所
は
四
十
九
あ
り
ま
す
が
、
得
意

先
は
、
官
公
庁
・
学
校
・
ホ
テ
ル
●
病
院
・

レ
ス
ト
ラ
ン
・
喫
茶
店
な
ど
幅
広
く
、
在
庫

は
ゼ
ロ
で
生
産
が
追
い
つ
か
な
い
そ
う
で
す
。

今
後
、
リ
ゾ
ー
ト
計
画
や
外
食
産
業
の
伸
び

に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
需
要
が
伸
び
る
こ
と
が

兄
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

製
造
し
て
い
る
機
種
は
、
ジ
ン
ク
（
流
し
）
・

調
理
台
・
ガ
ス
テ
ー
ブ
ル
。
自
動
フ
ラ
イ
ヤ

ー
・
冷
凍
冷
蔵
庫
な
ど
実
に
多
種
に
わ
た
っ

て
い
ま
す
。
最
近
は
日
本
人
の
平
均
身
長
が

伸
び
、
ジ
ン
ク
の
高
さ
が
8
0
七
ち
か
ら
ア
メ
リ

カ
並
み
の
8
5
鶏
の
製
品
に
移
行
さ
れ
つ
つ
あ

る
そ
う
で
す
。

　

製
品
は
す
べ
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
っ
て

制
御
さ
れ
、
工
場
内
の
機
械
は
全
部
最
新
式

だ
そ
う
で
す
。
一
人
前
の
技
術
者
に
な
る
た

め
に
は
十
年
か
か
る
の
で
、
入
社
し
て
か
ら

徹
底
し
た
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

従
業
員
は
大
野
と
丸
岡
合
わ
せ
て
百
三
十

五
名
で
す
が
、
青
年
が
多
い
の
で
、
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ー
ス
キ
ー
な
ど
の
ク

ラ
ブ
が
あ
り
、
健
康
・
体
力
づ
く
り
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。
つ
な
ひ
き
ク
ラ
ブ
「
よ
い

し
ょ
隊
」
は
市
民
大
会
や
岐
阜
県
大
会
に
も

出
場
し
、
好
成
績
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
（
T
）

お
知
ら
せ

●
市
総
合
文
化
祭

　

出
演
者
と
作
品
募
集

　

第
2
3
回
市
総
合
文
化
祭
が
I
―
一

月
3
日
か
ら
5
日
ま
で
、
市
民

会
館
と
有
終
会
館
を
会
場
に
開

か
れ
ま
す
が
、
こ
れ
に
先
立
ち

芸
能
部
門
出
演
者
と
展
示
部
門

出
展
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

芸
能
部
門
▼
内
容
：
‐
個
人
ま

　

た
は
団
体
で
の
演
奏
・
民
謡
・

　

踊
り
な
ど
▼
応
募
締
切
‐
：
9

　

月
1
8
‐
⑥

展
示
部
門
▼
内
容
‘
：
絵
画
・

　

書
道
・
工
芸
・
写
真
・
余
技

　

作
品
な
ど
▼
応
募
締
切
・
：
1
0

　

月
3
1
‐
囚

申
込
●
問
合
先
市
教
育
委
員

　

会
社
会
教
育
課
文
化
係
（
a

　

6
6
・
1
1
1
1
内
線
5
4
2
）

編
集
後
記

●
「
朝
顔
に
釣
瓶
と
ら
れ
て
も

ら
ひ
水
」
ご
存
知
、
加
賀
の
千

代
女
の
代
表
作
。
「
行
水
の
捨
て

ど
こ
ろ
な
し
虫
の
声
」
。
こ
れ
は

八
面
「
ぐ
る
I
ぷ
登
場
」
に
紹

介
の
上
島
鬼
貫
の
名
句
で
す
。

と
も
に
生
あ
る
も
の
へ
の
作
者

の
心
情
が
生
き
写
し
で
す
。
そ

れ
に
引
き
換
え
、
幼
女
誘
拐
殺

人
事
件
の
残
虐
さ
。
機
械
と
に

ら
め
っ
こ
の
現
代
病
か
。
（
平
）

●
「
広
報
お
お
の
」
の
原
稿
締
め

切
り
は
毎
月
十
三
日
前
後
。
九

月
号
の
編
集
は
お
盆
前
に
大
部

分
を
終
え
た
わ
け
で
す
が
、
何

や
ら
頭
の
中
の
カ
レ
ン
ダ
ー
が

二
口
風
”
で
乱
れ
っ
ぱ
な
し
。
時

差
ば
け
な
ら
ぬ
”
季
節
ぼ
け
”
も

重
な
っ
て
、
ち
ょ
っ
と
パ
テ
ま

し
た
。
季
節
の
変
わ
り
目
、
健

康
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
ネ
。
（
清
）

　　

一一－、、見i會

　

「
い
や
あ
！
・
大
き
な

勘
違
い
を
し
て
お
り
ま

し
た
わ
い
。
今
日
は
式

典
に
参
加
さ
せ
て
も
ら

っ
て
認
識
を
新
た
に
し

ま
し
た
よ
」
。
去
る
七
月

二
十
三
日
（
日
）
、
多
田
記
念
大
野
有
終
会
館
で

開
催
さ
れ
た
大
野
市
高
齢
者
人
材
活
用
登
録
者

に
よ
る
十
周
年
記
念
式
典
後
、
有
識
者
の
方
々

が
口
々
に
、
ま
る
で
獲
物
で
も
得
た
猟
師
の
よ

う
に
真
剣
な
表
情
で
語
ら
れ
た
会
話
の
一
端
で

あ
る
▼
大
き
な
勘
違
い
と
は
、
社
団
法
人
大
野

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
と
、
今
回

の
十
周
年
記
念
事
業
を
開
催
し
た
大
野
市
高
齢

者
人
材
活
用
派
遣
事
業
登
録
者
の
会
員
と
が
全

く
同
じ
会
員
で
あ
り
、
同
じ
仕
事
を
し
て
い
る

と
思
っ
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
▼
大
野
市
に

お
け
る
高
齢
者
人
材
活
用
派
遣
事
業
は
、
高
齢

化
社
会
に
対
処
し
て
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
八

十
年
も
の
長
い
人
生
を
張
り
合
い
の
あ
る
楽
し

い
人
生
、
生
き
る
値
う
ち
の
あ
る
有
意
義
な
人

生
を
送
ら
れ
る
よ
う
に
と
、
高
齢
者
の
方
々
の

願
望
を
満
た
す
対
策
と
し
て
開
設
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
▼
現
在
、
会
員
は
四
十
名
に
達
し
、
多

士
済
々
の
布
陣
で
あ
る
。
派
遣
要
請
は
、
各
地

域
の
老
人
・
婦
人
団
体
・
保
育
園
●
幼
。
小
●

中
・
高
P
T
A
、
各
公
民
館
な
ど
。
最
近
は
美

山
町
や
和
泉
村
ま
で
も
出
か
け
て
の
活
動
ぶ
り

で
あ
る
。
企
業
か
ら
の
要
請
も
目
立
っ
て
い
る

▼
人
材
活
用
派
遣
事
業
を
開
設
し
て
い
る
市
町

村
は
か
な
り
多
い
。
し
か
し
、
大
野
市
の
よ
う

に
市
民
の
中
か
ら
人
材
を
発
掘
し
、
研
修
会
を

も
ち
な
が
ら
指
導
者
と
し
て
登
録
し
、
活
発
に
派

遣
活
動
を
し
て
い
る
市
町
村
は
全
国
で
は
珍
し

い
。
太
く
根
強
く
育
て
た
い
も
の
で
あ
る
。
（
K
）

発
行
福
井
県
大
野
市
編
集
総
務
課
広
報
広
聴
係
（
豊
6
6
●
1
1
1
1
）


	19890901_001
	page1

	19890901_002
	page1

	19890901_003
	page1

	19890901_004
	page1

	19890901_005
	page1

	19890901_006
	page1

	19890901_007
	page1

	No.528 19890901 8-14.pdf
	19890901_008
	page1

	19890901_009
	page1

	19890901_010
	page1

	19890901_011
	page1

	19890901_012
	page1

	19890901_013
	page1

	19890901_014
	page1



